


さとうまいのやりたいことは？

①酒粕利用

②有壁マップの作製

③教育観光

３つの企画案

有壁地区 × 他地域との企画 ＝継続し連携できる関係づくり

２０２１年７月の段階でやりたいこと

１

すでに沢山ある有壁

・奥州街道と本陣や寺院

・NPO法人助郷の会の活動

・圃場整備事業で活動的な農家さん

・萩野酒造や有壁わら工品



２ 具体的にやりたいこととは？

①酒粕利用

萩野酒造の酒粕を栗原市内の温泉に入れ、

酒粕風呂を作り、入浴してもらう

コロナ禍で飲酒がタブー視され、居酒屋に行き

飲むことや試飲会なども出来ない状態。

お酒と出会う機会を飲酒以外の方法で作りたい

そんな中でも、萩野酒造のお酒を知る機会を作り

そこから有壁という地区を知って欲しい。

さとうのやりたいこと なぜやりたいのか



観光分野３

酒粕×美容 について

美容効果がとても高く、温活などPRしやすい



観光分野３

酒粕×美容 |八戸酒造株式会社（参考例１）

2020年 新東北みやげコンテスト優等賞受賞＝顧客有



観光分野３

酒粕×美容 | 東京都の発酵温浴施設（参考例２）

手ぬぐいで包むタイプ（一部を若柳地織を使ってみては？）



観光分野３

萩野酒造の酒粕 × 温湯温泉 佐藤旅館

有壁×花山のコラボ企画

よかったら復興中の露天風呂使わない？

入浴剤となると、薬事法や保健所に

掛け合ったりしないといけないから、

保健衛生の事も含めて一緒にやろう！



２ 具体的にやりたいこととは？

なぜやりたいのか

②有壁マップの作製

有壁に行ってみたいけど

調べても情報が出てこない

↓

行くの不安だからやめよう

読むではなく見る情報として、提供・発信

・モデルコースの作成

・写真や動画多めで雰囲気を伝えたい

↓

“有壁に行く“というハードルを下げる

さとうのやりたいこと



観光分野３

②有壁マップの作製

ターゲットは若者や家族連れなど、ポップなイメージで作成したい



観光分野３

②有壁マップの作製

デザインの総括は
くりでんミュージアムの高橋さん

デザインの元の考案は
興味のある若者をSNSで募集中

マップに使用する写真は
迫桜高校 写真部さん



２ 具体的にやりたいこととは？

③教育観光

今までの有壁の観光さとうのやりたいこと

観光メインではなく、地域の魅力と学びの提供

奥州街道などの歴史文化に関心のある

観光客へのアプローチした観光PR

↓

年齢層が高め

学びを提供し、地域に愛着を持ち

また来たいとなる関係人口の創出

↓

若者がターゲット



３ 観光分野

観光×教育で関係人口を増やす とは

4thステージ3rdステージ2ndステージ1stステージ

プログラムを求め
栗原市に来る

栗原に愛着が沸き
また来たいと思う
（＝関係人口）

地域と触れながら
学び、過ごす

友達や家族を連れ
また栗原を訪れる

メリットについて

●比較的若い人が集まりやすい（プログラム内容的に）

●１度限りの観光ではなく、長く続く関係になれる

●地域の魅力や地元の人とも触れ合う機会が多く作れる

●他の地域と連携し企画ができる＝有壁と外の地域の新しい関係を

作る事ができる（＝広域連携でみんなで盛り上げよう）

デメリットについて

●5日間過ごす場所の確保（廃校になった萩野小学校など）

●宿泊施設の確保（最悪の場合は他の地域と連携する）

●ターゲットが若者に絞られてしまう為、歴史好きな方や奥州街道の

魅力を～といった方が対象ではない（過程で知って貰えたら）



観光分野３

底上げキャンプ（主催：認定NPO法人底上げ）

地域資源を教育資源に変える



観光分野３

大学生を対象とした5日間の対話型プログラム

自然溢れる田舎で過ごしながら、対話やワークなど行い自分の再構築をする

底上げキャンプ（主催：認定NPO法人底上げ）



観光分野３

地域の人と関わることで、受け入れ側も刺激を受け

地域の良さの再確認や住民同士の関係性の再構築になる

底上げキャンプ（主催：認定NPO法人底上げ）



有壁地区 × 他地域との企画

継続し連携できる関係づくり

＝


